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今月の内容 ●Ｇマークとブランド 

●センサとワンチップマイコンのインターフェース 

●熱可塑性エラストマー系ナノコンポジットの製造 
●重合性無機微粒子を用いた有機－無機ナノ複合材料の開発 

 
 
 
知的財産としてブランドが注目される理由 
最近、日本の産業を再生するのに知的財産

が注目されています。経済活動のグローバル

化とともに独創的な発明や特許が権利として

保護され、企業に利益をもたらす財産として

高く評価されています。この知的財産の中に

ブランドがあり、世界企業に成長したソニー

やトヨタのブランド価値は２兆円を超え、ブ

ランドは企業にとって魅力的な存在となって

います。 
デザインはブランドの近道 
このブランドを創る近道にデザインがあげ

られています。ものには形があり、その形が

デザインとして直接消費者の眼に触れ、それ

が購買の大きな要因となるからです。消費者

にインパクトを与える差別化したオリジナル

なデザインが求められるゆえんです。とりわ

け最近では、競合する企業の商品の品質や性

能にそれほど差が無くなり、ますますデザイ

ンに対する期待が高まっています。 
日本のデザインを向上させたＧマーク 
このデザインレベルの向上、発展のため

に国が取り組んできた施策にＧマーク（日本

グッドデザイン商品）制度があります。Ｇマ

ークは経済産業省が昭和３２年に外国製品の 
 

 

 

 

 

 

 

 

模倣防止の観点からスタートし、以来４０数 

年にわたり国（現在は、(財)日本産業デザイ
ン振興会）が優れたデザインの商品を選定・

推奨し、その総数は約 28、000 点にも及ん
でいます。この間、私たちが日常生活に使っ

ている工業製品が日本を代表するデザイナー

や専門家により審査・選定され、外国の模倣

から始まった日本のデザインが今や世界のト

ップレベルにあるといわれています。 
Ｇマークは日本ブランドか 
 しかし、４０数年という長きにわたり継続

してきたＧマークがジャパンブランドとして

定着し、選定された企業の売り上げに貢献し

てきたのか疑問のあるところです。Ｇマーク

に選定されても売れないという話を聞きます。

デザイン、品質、性能が優れたＧマーク商品

でも、企業のブランドを確立するには、さら

に企業自身による販売促進への努力が必要な

ことは言うまでもありません。 
ブランドづくりは長期的視野で 
 価格競争から抜け出し、目先の売り上げを

伸ばすことも大切ですが、焦らずじっくり長

期的な視野でブランド力を高めるべきです。 
その努力こそが、企業の未来に大きな付加価

値をもたらすと思われます。 
 
 
 
 
 

2004

Ｇマークとブランド 

    工業技術部 応用技術室長 稲垣三喜男（inagaki@aichi-inst.jp） 
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